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ジルコンを用いた野島断層のフィッショントラック分析

Zircon fission track analysis of Nojima fault borehole samples
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フィッショントラック（ＦＴ）熱年代学法を用いて、野島断層の温度履歴解析をこれまで行ってきた。その結

果、大学コア及び地質調査所（ＧＳＪ）コアの両コアで、断層沿いにトラックの短縮、つまり何らかの熱影響が過

去にあったことが分かり、熱影響のあった時期を調べる重要性がでてきた。本研究では、断層コアにおける熱影響

の時期の解明を目指し、よりバイアスの少ないジルコン割粒法を用いてＧＳＪコアの再測定を行った。また大学

500ｍコアについて、熱影響の時期の推定のために断層直下の大阪層群試料の分析を進めており、これについても

報告を予定している。

フィッショントラック（ＦＴ）熱年代学は、加熱温度と時間に応じて短縮消滅するＦＴの特性を用い、ＦＴ長

と単結晶年代の分析から岩石の温度履歴を復元する方法である。この方法を用いて、1995 年に発生した兵庫県南

部地震（阪神大震災）の際に活動した、野島断層の温度履歴解析を行ってきた。これまでの結果、大学500ｍボー

リングコア（Tagami et al., 1999）及び地質調査所（ＧＳＪ）ボーリングコアの両コアで、断層沿いにトラック

の短縮、つまり何らかの熱影響が過去にあったことが分かり、熱影響のあった時期を調べる重要性がでてきた。し

かしながら、試料は完全にリセットしていないため、熱影響のあった時期を調べるためには、ＦＴ長分布を精密に

測定し、熱イベント前後のトラックを識別した上でトラック密度の測定を行わなければならない。従来法によりト

ラック密度の高い野島ジルコンのような試料を測定すると、複雑な観察バイアスにより、真のＦＴ長分布を求める

ことが非常に難しいことが予想される。ジルコン割粒式ＦＴ法（Yamada et al., 1998）は、このようなバイアス

を最小限にし、かつその補正を単純化することができる方法であるため、野島断層試料のようにＦＴ長分布がバイ

モーダル分布を示したり、結晶毎のトラックの密度差が大きいような試料で効果を示すことが期待される。本研究

では、断層コアにおける熱影響の時期の解明を目指し、ジルコン割粒法を用いてＧＳＪコアの再測定を行った。ま

た現在、ジルコン割粒法のバイアス補正の基礎実験を行っており、野島コアＦＴ長分布のバイアス補正に適用する

予定である。

　ジルコン割粒法を用いてＧＳＪコアの再測定を行った結果、従来の測定法による結果と同様に、トラック短

縮が認められたほとんどの試料について、そのトラック長分布は長いトラック（10～11μｍ）と短いトラック（6

～7μｍ）にピークを持つバイモーダル分布を示した。断層中軸帯の試料については従来法による結果とあまり変

化は見られなかったが、比較的低深度（200～300ｍ前後）については今回の測定で短いトラックが若干強調されて

いることが分かった。また、今回の測定でも前回と同様にＦＴ長分布が断層中軸帯に対し非対称であった。やはり、

トラックが温度上昇によって最も影響を受けた地点は断層中軸帯よりも深い地点であると思われる。

　また、断層中軸帯より深い地点の試料でトラック短縮が認められたことから、大学 500ｍコアについても同様

な熱影響が断層下盤側で推定されるが、大学500ｍコアの下盤側は堆積層で上盤の花崗岩との比較が難しいため、

これまでデータが得られていなかった。しかし、堆積層における熱影響の有無によって熱影響の時期が堆積の前か

後を推定することができるため、現在堆積層のＦＴ分析に着手している。堆積層の熱影響の有無の判別のため、上

盤側にある断層から離れた大阪層群試料と断層直下の大阪層群試料との比較を進めており、これについても報告を

予定している。

　最後に、ＧＳＪコアについてのご助言など、本研究を遂行する上でいろいろお世話いただいた地質調査所の

伊藤久男、大谷具幸、藤本光一郎の諸氏に深く感謝の意を表します。


